
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 3003 

令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 
物理 単位

数 
２単位 年次 ３年次 

使用教科書 物理 309 「物理 新訂版」 （実教出版） 

副教材等 自主教材 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

物理では，工業科目を学ぶために必要な科学的知識を習得し，一般教養として幅広い自然科学

の現象に接することが目的です。特に，自然の中に存在する物理現象が，実は簡単な法則に従っ

ていることを理解するとともに，問題演習や観察・実験などを通じて，物事の物理的な見方や考

え方を深めていきます。 

授業を受けるときにはノートを用意してください。ノートの提出を求めることもありますが，

基本的にノートは取っている本人が活用するためのものです。自分が後でノートを見直したとき

に，学んだことが振り返られるようにしてください。また，ノートに板書を書き写すだけでは高

い評価は望めません。授業のポイントや自分が気付いたこと，疑問に思ったこと，クラスメイト

の発言などとともに，自分の考えをまとめてノートに残すようにしてください。 

 

２ 学習の到達目標 

第２学年までに学習した，物体の運動と様々なエネルギーの関わりを基に，理科の見方・考え

方を働かせ，見通しをもった観察，実験を行うことなどを通じて，日常生活や社会との関連を図

りながら科学的に探究するために必要な資質・能力を次のように育成することを目指す。 

(1) 波動や電磁気，原子に関する基本的な概念や原理・法則を理解し，知識を身に付けると

ともに，それらに関する観察，実験などを行い，基本操作を習得するとともに，それら

の過程や結果を的確に記録，整理し，自然の事物・現象を科学的に探究する技能の基礎

を身に付ける。 

(2) 波動や電磁気，原子に関する事物・現象の中に問題を見出し，探究する過程を通して，

事象を科学的に考察し，導き出した考えを的確に表現できるようになる。 

(3) 日常生活や社会との関連を図りながら波動や電磁気，原子について関心をもち，意欲的

に探究しようとする態度を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

波動や電磁気，原

子について関心と探

求心を持ち，意欲的

にそれらを探求する

とともに，科学的態

度を身についてい

る。 

波動や電磁気，原

子について，問題を

見出し，実験や観察

などを行うことで，

物理的な概念や法則

を理解し，それらを

的確に表現できてい

る。 

波動や電磁気，原

子についての観察や

実験を行う技能を習

得し，それらを探求

する方法を身に着け

ている。 

波動や電磁気，原

子について，基本的

な概念や原理，法則

を理解し，身に着け

ている。 
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評
価
方
法 

観察 

レポート 

ノート 

観察 

発表 

レポート 

ノート 

観察 

小テスト 

レポート 

ノート 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

第
１
学
期 

波 波の伝わり方 

音 

光 

〇 〇 〇 〇 a:様々な波の現象に関心を持

ち，身近な現象を波動として

捉えようという意欲を持っ

ている。 

b:ホイヘンスの原理やドップ

ラー効果などにより，光や音

の物理現象について思考し，

的確に表現することができ

る。 

c:光や音に関する物理現象を

観測し，その際に関連する物

理法則などの原因を探究す

ることができる。 

d:光や音などの波動現象を，波

動の一般的性質として統一

的に理解し，日常的に起こる

現象の法則性を理解してい

る。 

定期考査 

小テスト 

レポート 

ノート 

観察 
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第
１
学
期 

電
気
と
磁
気 

電荷と電場 

電流 

〇 〇 〇 〇 a:電気と電気回路の現象につ

いて関心を持ち，それらの法

則性や基本概念について意

欲的に調べる態度を身につ

けている。 

b:電気現象の基本概念を理解

し，そのようすを図で表現す

ることができる。 

c:電流計などの測定器を正し

く使える技能が身について

いる。 

d:電気に関する基礎的な原理

や法則を理解し，説明でき

る。 

定期考査 

小テスト 

レポート 

ノート 

観察 

第
２
学
期 

電
気
と
磁
気 

磁場と電流 

電磁誘導と電磁波 

〇 〇 〇 〇 a:電磁気の現象について関心

を持ち，意欲的に調べる態度

を身につけている。 

b:電磁気に関する基本的な概

念や原理・法則を理解し，そ

れらの概念や原理・法則を用

いて考察と表現ができる。 

c:物体内の電荷の挙動や，電流

の変化，磁場の発生などにつ

いて観察し，実験を再現でき

る。 

d:電磁気に関する基礎的な原

理や法則について説明でき

る。 

定期考査 

小テスト 

レポート 

ノート 

観察 

第
２
学
期 

原
子 

電子と光 

原子と原子核 

〇 〇 〇 〇 a:原子の理解が現代社会に及

ぼす影響について興味・関心

を持つ。 

b:原子模型について，関係式や

図を用いて表現できる。 

c:放射線の観察や測定などを

通じて，放射線や原子核反応

についての理解を深めるこ

とができる。 

d:原子構造や原子核の振る舞

いなどについて理解できる。 

定期考査 

小テスト 

レポート 

ノート 

観察 
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第
３
学
期 

物
理
学
が
築
く
未
来 

相対性理論と膨張宇宙 

シミュレーション科学 

エネルギー資源の有効利用 

磁気による情報記録 

〇 〇 〇 〇 a:現代物理学が社会に及ぼす

影響に興味を持ち，意欲的に

調べようという態度を身に

つけている。 

b:現代社会の問題や技術革新

などについて自ら調査，議論

し，それらの要点をまとめら

れる。 

c:現代物理学の意味と意義を

理解し，コンピュータシミュ

レーションやエネルギーの

利用や未来について，理解を

深めることができる。 

d:現代物理学や今後の展望に

ついて，基本的な知識を持

ち，社会との関係を的確に理

解できる。 

定期考査 

小テスト 

レポート 

ノート 

観察 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが，学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


